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研究成果の概要（和文）：本研究では、科学生産における主たる成果物として知識資本と社会関係資本に着目し、その
生産過程を統合的に説明するモデルを構築し、これを国内外の大学・研究機関を対象としたフィールド調査・質問票調
査、及び、各種２次データを用いて実証分析を行った。政策的見地からは、特に研究資金配分及び研究者人材育成の両
政策に着目し、政策の影響を分析した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to build an integrative model of science production, 
incorporating the two primary outputs of science: knowledge capital and social capital. The model is 
empirically tested on the basis of multiple data sources such as commercial and public databases, field 
studies in Japanese and foreign universities and research organizations, and questionnaire surveys of 
scientists. From a policy perspective, this study focuses particularly on funding policies and human 
resource development policies to examine their impact on the science system and to propose future policy 
designs.

研究分野： 科学経済学、科学社会学
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１．研究開始当初の背景 
大学を中心とする公共部門における「科学生
産」は、イノベーション・システムの起点と
し て 国家経 済 の基盤 を 形成し て い る
(Furman 2002)。科学生産に関する研究は、
論文生産性に着目した Lotka(1926)等に端を
発し、科学計量学として研究手法面での発展
を見ると共に、理論的には Griliches(1979), 
Stephan(1996)等に代表される科学経済理論
として発展した。これら先行研究では科学生
産における「知識」の生産に重点が置かれて
きたが、最近の研究では知識生産者間に育ま
れる協調関係・相互作用（社会関係資本）の
重要性が指摘され、「知識資本(Knowledge 
Capital) 」 及 び 「 社 会 関 係 資 本 (Social 
Capital)」の 2 形態の資本が科学生産の基盤
を形成することが指摘された (Bozeman 
2004)。知識及び社会関係の形成は、科学者
のキャリアと共に進行する動的な過程であ
り、また、両者の間には双方向的な依存関係
が働くことから（豊富な社会関係は知識生産
を加速し、知識生産性の高い者は新たな社会
関係を誘引する）、両者を統合的に理解する
ことは極めて重要である。しかしながら、伝
統的に知識と社会関係の研究は個別に進め
られてきたこともあり、理論面での統合が不
十分であった。実証面では、科学者個人レベ
ルでの詳細なデータの未整備といった問題
もあり、科学生産のミクロレベルでの理解に
は限界があった。さらに政策面では、科学生
産に関連する主要政策として「研究資金配分
政策」と「科学者人材育成政策」が挙げられ
るが、両政策間の密接な関係（例:日本の科学
研究グラントの多くは、科学者のキャリア・
ステージを踏まえて設計されている）にも関
わらず、両者を統合的に分析した研究は限定
され、現実に資金配分とキャリア設計の間に
矛盾が指摘されることも多い。 
 
 
２．研究の目的 
以上の課題を踏まえ本研究では、知識資本及
び社会関係資本の形成を統合的に理解する
ための枠組みを提示すること、その上で、科
学生産に関連する主要政策として「研究資金
配分政策」と「科学者人材育成政策」に着目
し、政策効果を実証的に評価し、政策提言に
繋げることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は主に(1)科学生産に関する理論モデ
ルの構築、(2)フィールド調査、(3)大規模科
学者データベースの構築、(4)実証データに
基づく計量分析から成る。特に実証研究にお
いては、日本の大学研究者を対象としたフィ
ールド調査（質問票調査等）に加えて、政策
担当者を対象としたインタビュ調査、また欧
米諸国との比較調査を行った。さらに、大規
模データベース構築においては、(1)科学研

究費補助金データベース、(2)科学書誌情報
データベース、(3)科学者キャリア・データ
ベース、(4)博士論文データベースを統合す
ることによって、科学生産を包括的、かつ、
多面的に分析する環境を整備した。 
 
 
４．研究成果 
まず本研究では、前述のデータを利用して科
学生産のベースとなる以下の変数をミクロ
レベルで分析・記述した － 科学研究費の個
人レベル・組織レベルでの配分、大学研究者
の動的分布：組織・セクター間移動、雇用関
係）、大学院生の分布、教員と大学院生の関
係、等。後述するように、これらの基礎情報
は論文等として報告されている他、一部は欧
米諸国との比較分析にも供され、書籍として
も出版されている。 
政策面に関しては、まず最近の研究資金配分
政策の影響を検討した。その結果、昨今の学
術政策が競争による資金配分を重視してき
たことにより、大学研究者の行動様式に一定
の変化が観察されるようになった。例えば、
論文出版数や見かけのインパクトを向上す
べく戦略的出版行動を取る傾向が確認され
た。人材育成政策に関しては、世代を超えた
研究者間の繋がりが弱まりつつある傾向が
確認された。このことは研究の長期的継続性
を弱める可能性がある一方、新しい研究のア
イデアを育む上でプラスに作用する可能性
がある。さらに、研究室内における指導教員
と学生との関係を分析し、科学生産と科学者
育成の間に存在する対立関係を分析した。 
以上の成果は、後述するように、科学技術政
策関連の主要雑誌に報告されている。 
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